
表ー４　ＣＯＭＥＴＳ搭載機器確認結果概要（4／5）

サブシステム 項    目 実施日 実  施  結  果  概  要 備考

ＫＦＤ系　送信周波数確認 定常
通常運用においてPILRXｺﾋｰﾚﾝﾄﾓｰﾄﾞ及びﾄﾞﾌﾟﾗｰ補償によりﾃﾞｰﾀ伝送が
正常に実施できた。

ＫＦＤ系　送信ＥＩＲＰ確認 定常

PFD制限からKFD-SSPA出力が21.4dBm以下に制限されており、ＥＩＲＰ仕
様値との比較は困難。出力調整用ATTがｽﾃｯﾌﾟ９の時の出力ﾃﾚﾒﾄﾘ値は
地上試験結果にほぼ合致し、KFD-SSPAは正常動作と判断。実験局受
信ﾚﾍﾞﾙからも送信ERIPはほぼ正常と推定。

ＫＦＤ系　振幅周波数特性確認 定常
中継器無入力での雑音出力ｽﾍﾟｸﾄﾙから、ほぼ地上試験結果を再現して
いていることを確認。

ＫＦＤ系　受信Ｃ／Ｎ特性確認 定常 C/No計算値と実測値は比較的よく一致することを確認。

ＫＦＤ系　帯域内スプリアス確認 定常
PFD制限から、KFD-SSPA最大出力時のｽﾌﾟﾘｱｽ特性は確認できないが、
実験時の出力調整用ATTがｽﾃｯﾌﾟ9の場合、異常なｽﾌﾟﾘｱｽ成分は観測さ
れていない。

ＫＦＤ系　変調スペクトラム確認 定常 異常なｽﾌﾟﾘｱｽは観測されていない。

KFD系　アンバランス２トーン法による中継器特性 定常
中継器入出力特性、入力ﾚﾍﾞﾙに対するAM/PM変換係数、抑圧係数を測
定し、地上試験結果と同傾向であることを確認。

追

ＫＲＮ系　機器動作確認 初期
機器のON/OFF、ﾊﾞｽ電流測定等により正常動作を確認。TWTA-AのLV
OFF不能が確認され、以降TWTA-Bで運用。

本文Ⅱ３（２）

ＫＲＮ系　受信周波数確認 定常
通常運用においてPILRXｺﾋｰﾚﾝﾄﾓｰﾄﾞ及びﾄﾞﾌﾟﾗｰ補償によりﾃﾞｰﾀ伝送を
正常に実施。

ＫＲＮ系　送信ＥＩＲＰ確認 定常 実験局受信ﾚﾍﾞﾙからは送信電力は42～43dBmを確認。
ＫＲＮ系　振幅周波数特性確認 定常 中継器無入力での雑音出力ｽﾍﾟｸﾄﾙから、ほぼ地上試験結果を再現。
ＫＲＮ系　受信Ｃ／Ｎ特性確認 定常 衛星受信ﾚﾍﾞﾙから計算したC/Noは実測値とほぼ一致することを確認。
ＫＲＮ系　帯域内スプリアス確認 定常 異常なｽﾌﾟﾘｱｽ成分は観測されていない。
ＫＲＮ系　変調スペクトラム確認 定常 異常なｽﾌﾟﾘｱｽは観測されていない。

ＫＲＮ系　アンバランス２トーン法による中継器特性 定常
中継器入出力特性、入力ﾚﾍﾞﾙに対するAM/PM変換係数、抑圧係数、振
幅周波数特性を測定し、地上試験結果と同傾向であることを確認。

追

総合特性　ＩＣＥ全系同時運用確認 初期 全系（一部を除く）を長時間ＯＮとし、問題のないことを確認。 ＊

ＳＢＥ アンテナ系　バイアス補正機能確認 初期 ﾊﾞｲｱｽｺﾏﾝﾄﾞによりAPEの動作が正常であることを確認． ＊
アンテナ系　モード動作確認 初期 APEのﾓｰﾄﾞ設定及びTRKRXのON/OFFにより正常動作を確認． ＊

アンテナ系　信号引き込み特性 定常

RFｾﾝｻｰﾋﾞｰﾑが沖縄を指向するよう姿勢運用を実施し，沖縄ﾋﾞｰｺﾝ信号
に対してﾛｯｸｵﾝ，自動追尾移行，自動追尾待機ﾓｰﾄﾞ，ﾏﾆｭｱﾙﾓｰﾄﾞへの自
動移行，ﾛｯｸｵﾝｽﾚｯｼｮﾙﾄﾞﾚﾍﾞﾙ，引き込み周波数範囲（一部）に関し，動
作が正常であることを確認．

＊

アンテナ系　アンテナパターン 定常

関東ﾋﾞｰﾑの中心を地上局に指向させるためのAPM駆動角度を決定する
ために定期的にﾋﾟｰｸｻｰﾁを兼ねたｶｯﾄ面ﾊﾟﾀｰﾝの取得を実施し，ｱﾝﾃﾅﾊﾟ
ﾀｰﾝが地上試験結果と相違ないことを確認．
APM駆動による２次元ﾊﾟﾀｰﾝ測定を関東／九州ﾋﾞｰﾑに対して実施し，地
上試験と相違ないことを確認．

アンテナ系　送信ビーム間アイソレーション 定常
APM駆動による２次元ﾊﾟﾀｰﾝ測定を関東／九州ﾋﾞｰﾑに対して実施すると
同時に，他方のﾋﾞｰﾑﾊﾟﾀｰﾝ測定を実施しｱｲｿﾚｰｼｮﾝを評価し，仕様値で
ある35dB以上のｱｲｿﾚｰｼｮﾝがｻｰﾋﾞｽｴﾘｱ内で確保されていることを確認．

中継器系　ビーム間接続機能確認 定常
ｱﾝﾃﾅﾊﾟﾀｰﾝ測定ｺﾝﾌｨｸﾞﾚｰｼｮﾝにより機能確認を実施，正常であることを
確認．

＊

注）「通常運用」とはこれまでの運用を通じてで確認した項目である。
＊は当初予定の確認内容から軌道が異なるために実施方法を変更した項目である。



表ー４　ＣＯＭＥＴＳ搭載機器確認結果概要（5／5）

サブシステム 項    目 実施日 実  施  結  果  概  要 備考

中継器系　送信ＥＩＲＰ確認 定常
TWTA1/2/3のONを行い、送信電力が正常であることを確認
定期的に実力値による回線計算を行い，送信EIRPが正常であることを確
認．

＊ 本文Ⅱ３（２）

中継器系　周波数特性／群遅延（帯域内） 定常
周波数特性：設定可能な全てのﾙｰﾄに関し，規定入力レベル時／無信号
入力時の特性を取得．特に異常なし．
群遅延：３系統の中継器に対して測定を実施．特に異常なし．

中継器系　入出力特性確認 定常 設定可能な全てのﾙｰﾄに関し特性取得．特に異常なし．

中継器系　受信Ｃ／Ｎ確認 定常
定期的に実力値による回線設計表の見直し等を実施．予想される受信
C/Nを測定により確認．

中継器系　帯域内スプリアス 定常 設定可能な全てのﾙｰﾄに関して測定を実施．特に異常なし．

中継器系　キャリア近傍雑音・変換周波数 定常

設定可能な全てのﾙｰﾄに関し，
ｷｬﾘｱ近傍雑音（位相雑音）の測定を実施．特に異常なし．
変換周波数：通信実験時間内でSBE-DNCの温度変動による変換周波数
(Lo周波数）の変移が測定された．地上試験結果と相違なく，仕様値内で
ある．

中継器系　受信部動作確認 初期 中継器系受信部の動作が正常であることを確認．
中継器系　長時間動作確認 初期 ＴＷＴ１，２の同時ＯＮを長時間実施し問題のないことを確認した． 追
中継器系　長時間動作確認 初期 ＴＷＴ１，３の同時ＯＮを長時間実施し問題のないことを確認した． 追

アンテナ系　軸比確認 定常
送／受信ｱﾝﾃﾅ軸比を地上局送／受信ｱﾝﾃﾅ軸比を利用し測定した．特
に異常なし．

中継器系　AM/PM変換特性 定常 ３系統の中継器に対して測定を実施．特に異常なし． 追

中継器系　低出力ﾓｰﾄﾞ時の特性確認 定常

特にTWTA2の系統に関し，低出力ﾓｰﾄﾞ時の以下の特性を取得した．特に
異常なし．
送信EIRP，周波数特性，群遅延，入出力特性，受信C/N，帯域内ｽﾌﾟﾘｱ
ｽ，ｷｬﾘｱ近傍雑音，AM-PM特性

追

ＭＣＥ アンテナ系　アンテナパターン 定常 Ka帯関東、東海ビームのパターン測定を実施。
中継器系　ビーム間接続機能確認 定常 実通によって確認した。 ＊ 本文Ⅱ３（２）
中継器系　再生中継機能確認 定常 ﾌﾟﾘｱｻｲﾝﾓｰﾄﾞでの機能確認を実施し、正常を確認。
中継器系　送信周波数 定常 ﾄﾞﾌﾟﾗｰの影響があるものの、正常であることを確認。
中継器系　周波数特性 定常 ﾄﾞﾌﾟﾗｰの影響があるものの、正常であることを確認。
中継器系　帯域内スプリアス 定常 正常で有ることを確認。
中継器系　入出力特性確認 定常 正常で有ることを確認。
中継器系　長時間動作確認 初期 正常であることを確認。

注）「通常運用」とはこれまでの運用を通じてで確認した項目である。
＊は当初予定の確認内容から軌道が異なるために実施方法を変更した項目である。
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注　ＲＩＵ： リモートインタフェースユニット
コマンド配信・テレメトリ収集を行う。

NTOﾀﾝｸ2温度表示が17.3度
から-22.6度に変化した。

ﾀﾝｸ温度の急激な温度低下 ﾃﾚﾒﾄﾘでは急激な変化が15秒以内にて発生しているが、ﾀﾝｸの熱容量から実際には急激
に低下することはない。

温度ｾﾝｻの剥がれ 温度ｾﾝｻが剥がれても-22.6度にならず、周囲温度を示す。

RIUの印加電圧上昇による破
壊

ﾀﾝｸの膨張によるｾﾝｻの破断温度ｾﾝｻの故障

ﾊﾟｲﾛ弁火工品点火の衝撃に
よる破壊

温度ﾃﾚﾒﾄﾘ異常は、地上試験でのﾀﾝｸ最大加圧圧力の1/3以下で発生している。地上試
験では温度ｾﾝｻに異常は生じていないことから、可能性は低い。

ﾊﾟｲﾛ弁火工品は下部ﾃﾞｯｷ-Z面に搭載されており、点火時の衝撃がﾀﾝｸ上部まで伝播す
る可能性はない。

RIUにて測定している他の機器のﾃﾚﾒﾄﾘ・ｺﾏﾝﾄﾞが正常であることからRIUは正常である。

ｾﾝｻﾘｰﾄﾞ線の切断 ｾﾝｻとﾊｰﾈｽ固定点まではｽﾄﾚｽﾘﾘｰﾌが設けられており、破断する可能性は少ない。地上
での加圧試験において異常は生じていない。

ﾊｰﾈｽの破断 ｿﾙﾀﾞｰｽﾘｰﾌﾞでの破断 ｾﾝｻとﾊｰﾈｽ固定点まではｿﾙﾀﾞｰｽﾘｰﾌﾞを介して接続されているが、ｽﾄﾚｽﾘﾘｰﾌが設けら
れており、破断する可能性は少ない。地上加圧試験において異常は生じていない。

ﾀﾝｸ上のﾊｰﾈｽﾙｰﾄでの破断 温度ﾃﾚﾒﾄﾘ異常時のﾀﾝｸ周方向の伸びは１mm程度であり、地上加圧試験時の最大の伸
び3mmに比べ小さい。地上加圧試験において異常が生じていないことから可能性は低
い。

衛星構体内のﾊｰﾈｽﾙｰﾄでの
破断

ﾊｰﾈｽにはｽﾄﾚｽﾘﾘｰﾌが設けられている。また、ﾀﾝｸの変形があってもﾊｰﾈｽに力がかか
る可能性は少ない。ﾊﾟｲﾛ弁火工品からも離れており衝撃が伝わる可能性はない。

ｺﾈｸﾀの抜け RIU／ｲﾝﾀﾌｪｰｽｺﾈｸﾀの抜け 同一ｺﾈｸﾀに他の温度ｾﾝｻﾃﾚﾒﾄﾘも通っているが、他の温度ｾﾝｻﾃﾚﾒﾄﾘが正常であること
から、ｺﾈｸﾀの抜けはない。

ｺﾈｸﾀﾋﾟﾝの接触不良 RIU／ｲﾝﾀﾌｪｰｽｺﾈｸﾀともﾊﾟｲﾛ弁火工品から離れており、衝撃が伝わる可能性は無い。

RIUの故障 RIUにて測定している他の機器のﾃﾚﾒﾄﾘ・ｺﾏﾝﾄﾞが正常であることからRIUは正常である。

＜項目＞ ＜確認結果＞
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図－１０　　NTOタンク温度テレメトリ異常FTA
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＜項目＞ ＜確認結果＞

中継器出力周波
数が掃引状態、及
びPILRX A系ルー
プエラーテレメトリ
が固定状態

ＰＩＬＲＸ A, B系共
通に係わる部位
での入力基準信
号異常（信号の
断、スプリアス発
生を含む）

×

PILRX-Bに切替後、正常になったことから、可能性はない。

ＰＩＬＲＸ Ａ系信号
入力ケーブルの
断線

×
軌道上での機械的ストレスでケーブルが破損する事は考えられない。

ＰＩＬＲＸ異常
パイロット信号同期
回路異常

× 同期モードのみの異常に限定されるが、非同期モードも正常に動作していないこと
から現象と一致しない。

ＰＩＬＲＸ-Aの２０MHz
基準信号異常

２０MHz基準信号分配器の
故障

ハイブリッド回路の故障
×

故障した場合でも、消費電力は増加せず、現象と一致しない。

出力用増幅器の故障 × 出力用増幅器が故障しても同期モードは正常に動作し、現象と一致しない。

出力用増幅器用+5V電源
の電圧低下

×
同じ電源ラインに接続されているコマンド回路は正常であり、可能性はない。

２０MHz基準信号発振器の
故障

×
２０ＭＨｚ基準信号発振器１及び２が同時に故障することは考えられない。

２０MHz基準信号発振器用
電源電圧(-10V）の低下あ
るいは断

-10V電源ライン負荷側に
接続された部品の短絡、短
絡に近い状態

×
消費電力は10W以上増加し、現象と一致しない。

-10V電源ライン断線 × 消費電力が下がるが、現象と一致しない。

-10V用安定化電源（レギュ
レータ）ＩＣの故障

△ ＩＣの故障状況によっては、出力電圧の低下、若干の消費電力増加の可能性があ
り、現象と近い。

整流用ダイオード１の故障
× 短絡すると保護機能により機器自身が自動的にOFFなり、開放では電源トランス

からの電力が伝達されず消費電力が低下する。いずれも現象と一致しない。

整流用ダイオード２の故障
× 短絡すると保護機能により機器自身が自動的にOFFなり、開放では-10Vは正常に

動作する。いずれも現象と一致しない。

コイルの断線 × 消費電力が低下し、現象と一致しない。

コンデンサの短絡 × 保護機能により機器自身が自動的にOFFし、現象と一致しない。

電源トランス
× 内部で短絡すると保護機能により機器自身が自動的にOFFし、開放では消費電力

が低下する。いずれも現象と一致しない。

○：原因の可能性が高い。　△：原因の可能性がある。　×：原因でない。

図－１２　ＰＩＬＲＸテレメトリ異常に関するＦＴＡ
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図－１３　チャンネル当たりレート積分ジャイロ構成図
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図－１４　ピックオフ励磁回路内の回路構成
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表－５　レート積分ジャイロ出力異常発生状況
発生位置

ﾁｬﾝ

ﾈﾙ

発生時刻(UT) 高度

(km)

経度

(度)

緯度

(度)

運用局 備　　　　　　　考

1 3 04/24 03:04

以前*1

不明 不明 出力値（ﾁｬﾝﾈﾙ 3 ﾛｰﾙ軸）=0.56deg/sec、

但し、２軸に出力値異常がモニタされた。

2 2 05/07 03:17 頃  3800 169E  25N 沖縄 出力値（ﾁｬﾝﾈﾙ 2 ﾖｰ軸）=0.205deg/sec

3 2 05/23　03:14 頃  2700 151E 　 4N 沖縄 出力値（ﾁｬﾝﾈﾙ 2 ﾖｰ軸）=0.209deg/sec

- － 06/02 － － 出力値異常時チャンネル構成自動切り替えﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ改修実施。

4 2 06/19　19:46 頃  1400  97E  27N 沖縄 出力値(ﾁｬﾝﾈﾙ 2 ﾖｰ軸)=0.21deg/sec

5 3 07/03　22:44 頃 15500  56W  13S ｻﾝﾁｬｺﾞ

(ﾁﾘ)

出力値(ﾁｬﾝﾈﾙ 3 ﾛｰﾙ軸)=0.5deg/sec：推定値

6 3 10/12　00:40 頃  6900 127E   5N 沖縄 出力値(ﾁｬﾝﾈﾙ 3 ﾛｰﾙ軸)=0.5deg/sec：推定値

7 3 10/14　23:30 頃 17000 204E  29N 沖縄 出力値(ﾁｬﾝﾈﾙ 3 ﾛｰﾙ軸)=0.5deg/sec：推定値

8 2 11/11　19:55 頃  4100 158E  14N 勝浦 出力値(ﾁｬﾝﾈﾙ 2 ﾖｰ軸)=0.2deg/sec

9 3 12/10　00:03 頃  9800 128E  29N 勝浦 出力値(ﾁｬﾝﾈﾙ 3 ﾛｰﾙ軸)=0.5deg/sec

＊１：チャンネルＮｏ３の出力を確認できた時点で異常値であった。
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